
 

 

 

  

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

栃木西中学校 第２学年だより 第５号  令和２年９月９日発行 

●練習・準備への取組はどうでしたか？ 

・クラスのみんなと協力して、どうやったら速く走れるか、どうしたらスムーズに行くのかなどをたくさん話し合って、一生

懸命練習することができました。  （４組 出口優奈） 

・ソーシャルディスタンス宅配便の練習ではボールを何回も落としてしまってチームの団結が少なかった。しかし、本番が近

づくにつれて、仲間とのチームワークが良くなり、バランスがとれるようになった。本番はボールを落としてしまったけれ

ど、練習よりうまくプレイできた。 （２組 増田凛晴） 

●１番印象に残っている種目とその理由は？ 

【ソーシャルディスタンス宅配便】アンカーで他のクラスはゴールして、最後になってしまったけれど、クラスのみんなが最

後まで応援してくれて、楽しく走ることができました。  （１組 田島美姫） 

【学級対抗リレー】みんな一人一人、自分の力で走って、みんながみんなを応援していた。練習ではけっこう「やばい！やば

い！」とか言っていたけれど、本番では２位をとることができたから。（３組 飯田莉世） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●運動会をとおして学んだことは？ 

・運動会をとおして、何位であっても、練習から一生懸命頑張れば、クラスのみんなと仲良くなることができ、絆を深めることが

できると改めて実感することができました。（１組 大豆生田文音） 

・今回コロナの影響で、去年までできていたことができなくなってしまったが、その代わり、一種目一種目をみんなが頑張って、

やる気をなくすのではなく、やる気を出してやっていた。あきらめないことを学んだ。（２組 高橋安海） 

・クラスがひとつにまとまることは良いことで、すごいことだと改めて思いました。クラスのまとまりが良くなったと思います。

最後まであきらめないことの大切さを学びました。（３組 佐野悠大） 

・係の人が頑張っているから運動会は成り立っているんだなと思った。１位は改めてうれしいと思った。次の行事でも１位をとれ

るように頑張りたい。 （４組 三澤琉生） 

※学年だよりカラー版は栃木西中ホームページからご覧になれます。 

この他の写真もフォトアルバムに多数アップされています。ぜひご覧ください。 

くぐって跳んでじゃんけんポン！（障害走） 


